
「MOSMS」の活用について

「現場力」と「保全経営力」のハイブリッド

－「経営課題」としての「保全」を解決するために－

：

 ／経営に資する戦略的保全マネジメントシステム

社団法人日本プラントメンテナンス協会
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　MOSMS（Maintenance Optimum Strategic Management 

System）は、計画主導で進める設備保全の仕組みとして、日本

プラントメンテナンス協会が提唱する、経営に資する「戦略的

保全マネジメントシステム」である。

　MOSMS の全体的な考え方を『経営のための保全学』（2006

年 7 月）に、この考え方のもとに設備保全の仕組みをつくる具

体的な手順を『MOSMS 実践ガイド』（2008 年 1 月）に示した。

「現場力」と「保全経営力」のハイブリッド

「MOSMS」の活用
経営に資する戦略的保全マネジメントシステム

MOSMSのコンセプト MOSMS 実践の手順
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

保全を実行するためには何が必要か？

したがって、保全実行には技術論に加え
技術論
＋

マネジメント

網羅性・重点性・経済性 ⇒　論理的に解決する保全が求められる

保全マネジメント　が要求される

日本の保全の不得意な分野

不確実性
設計ミス、製作ミス、施工ミス、組立ミス

保全計画ミス、運転ミス　etc.

＝統計学、ヒューマンエラーの世界

現場で起こっている現実は・・・・しかし

が加わる＋

1．保全の実行には、「網羅性」「重点性」「経済性」
が要求される。 
しかし、現実には「不確実性」が加わる

　

保全は、網羅的に行わなければならない。

　しかし、経済性も要求される。

　このため、技術上論理的な重点付けをもって行う必要がある。

　しかし、現場で起こっていることは・・・・

　予測しきれない、さまざまなミスによるトラブル、事故、災害、

品質クレーム等による損害の発生である。

　現場にはこうした「不確実性」が存在し、こうしたリスクは

増加傾向にあるといえる。

　したがって、保全には技術上の論理性が求められるばかりで

なく、確率論的に発生するリスクに対処できる「保全マネジメ

ント」の要素が要求されるのである。
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2．「“日本発” の保全マネジメントシステム」が
MOSMS である

　

保全に求められる「網羅性・重点性・経済性」という技術的な

3つの要素と、不確実性に対処するマネジメント要素を機能的

に融合する仕組みがMOSMS である。

（1）“日本発” が意味すること　

　TPMの全員参加の精神は、正に日本で生まれたものである。

　また、故障やトラブルが起きる前から対処するために、原因

（および要因）に遡って究明・解決する姿勢は、近年、欧米では「プ

ロアクティブ保全」として注目を集め続けている。

　この「全員参加でプロアクティブな保全を徹底する」という

日本の財産を、一過性の運動論ではなく、「自ら守るためのガ

MOSMS とは何か？
経営に資する保全マネジメントシステム

 MOSMS＝ “日本発”の保全マネジメントシステム

“日本発”
 が意味すること

自ら守るためのガイドライン

全員参加 TPMで培った
プロアクティブ保全

⇔　欧米は「守らせる」ガイドライン

マネジメントシステム
 が意味すること

経営の要求に応える「保全経営力」

経営問題である「保全」

⇒　欧米が進んでいる
　　　マネジメントを導入
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

イドライン」として定着させる仕組みづくりこそが、MOSMS

の “日本発” の意味である。

「自ら守る」ということは、欧米ガイドラインの「守らせる」

と決定的に異なる要素といえる。

（2）保全マネジメントが意味するもの　

　しかし、すでに述べたように、“日本発” の現場力だけでは、

今起こっている問題を解決できない。

　これは、保全が経営レベルの課題となっているからである。

裏を返せば、経営の要求に応える「保全経営力」が要求されて

いるのだ。

　このため、MOSMS は欧米で進んでいるマネジメント理論を、

不確実性への対処すなわちリスク管理を中心に導入している。

経営問題である保全を解決する

MOSMS＝“日本発”の保全マネジメントシステム

今、起こっている問題

●高経年化した設備
●ＩＴ化、高速化された高度設備
●2007年問題：人（量・質）
●社会的要求の変化
　◆生産グローバル化
　◆徹底したコストダウン
　◆品質問題
　◆コンプライアンス
　◆迅速な危機管理対応

＝経営の問題
解決の
仕組み

“日本発” 自ら守るためのガイドライン

マネジメントシステム 経営の要求に応える「保全経営力」
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（3）「現場力」と「保全経営力」のハイブリッド

　プロアクティブな「現場力」と、リスクに対処する「保全経

営力」のハイブリッド－－それがMOSMS である。

3．MOSMS コンセプトの基本

（1）MOSMS の基本的な考え方

MOSMS の基本的な考え方は以下のようにまとめられる。

 ① 保全の最終目的は、ステークホルダーの利益の最大化

 ② 経営と保全が同じ土俵に立ち「保全グランドデザイン」を描く

 ③ 「計画主導」で保全が実行

 ④ 経営の PDCAサイクルと保全の PDCAサイクルを連動させる

 ⑤ 個々の既存技術を資源として活用し、「それら資源の多様性、

変化・進歩を、構造を変えずに取り込む」

日常の仕事
そのものが
仕組みを構成

↓
ムダなく継続する

網羅的

重点づけ経済的

な保全を

によって

経営にとってのもっとも

な保全を行う

MOSMS 構築のメリット
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

連動

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ
の PDCA

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

連動

ロス・リスクマネジメント
↓

設備保全戦略
保全グランドデザイン

設備に関わる

 経営の

  PDCA

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

経営による生産保全の実行

保全戦略

保全計画

計画主導の
保全実行

経
営
に
よ
る
生
産
保
全

は
何
を
意
味
し
て
い
る
か
？

＝

プラントおよび設備の全ライフサイクルの各段階＝
設備ライフサイクルの①設計、②調達、③施行、試運転、
④運転、⑤整備・検査、⑥廃棄の各段階

「企業の永続的な経営を可能にし、経営者、

従業員、顧客、株主などの利害関係者（ス

テークホルダー）の利益を最大にするため

に、プラントおよび設備の全ライフサイクル

の各段階で期待される機能を保ち、それに

よってサイト内・外のロス・リスク低減に

寄与する役割および組織的機能」を

「保全（生産保全）」という。
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（2）MOSMS におけるロス・リスクの定義

 ・ ロス：過去に発生した事象の結果が顕在化したもの、またその 

  損害

 ・ リスク：未来に発生し得る事象で、現在は潜在しているもの、 

  またその事象に予測される損害

 ① 機会損失ロス・リスク：ラインの停止、設備効率低下、設備
操業度低下、品質異常等によって、生産機会、販売機会を失う
ロス・リスク

 ② 設備復旧・補修ロス・リスク：設備の復旧・補修に多大な費
用または日数を要するロス・リスク

 ③ 品質ロス・リスク：リコールに象徴される、製品の品質上か
ら生じるロス・リスク

 ④ 労働災害ロス・リスク：設備により従事者の労働災害を発生
させるロス・リスク

 ⑤ 産業災害ロス・リスク：火災・爆発などの事故がサイト外に
及ぼす災害のロス・リスク

 ⑥ 環境安全ロス・リスク：サイトからの漏洩物、排出物などに
より、サイト外の環境を損なうロス・リスク

 ⑦ 法的ロス・リスク：上記したような種々の因子に基づく法的
責任を生ずるロス・リスク

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

4．具現化の手順－『MOSMS 実践ガイド』

4－ 1　『MOSMS 実践ガイド』の構造
〔「保全戦略」のフェーズ〕

①保全戦略策定ガイド：MOSMSTM-001-001-ver1-2007

〔「保全計画」のフェーズ〕

②保全計画策定ガイド：MOSMSTM-002-001-ver1-2007

③保全データ管理ガイド：MOSMSTM-002-002-ver1-2007

④保全予算策定ガイド：MOSMSTM-003-001-ver1-2007

〔「保全実行」のフェーズ〕

⑤保全役割分担の設定ガイド：MOSMSTM-004-001-ver1-2007

⑥保全実行管理ガイド：MOSMSTM-005-001-ver1-2007

〔「保全教育」のフェーズ〕

⑦保全教育・訓練ガイド：MOSMSTM-006-001-ver1-2007

「保全戦略」フェーズ

「保全計画」フェーズ

「保全実行」フェーズ

「保全教育」フェーズ

「保全戦略策定」ガイド

「保全計画策定」ガイド

「保全データ管理」ガイド

「保全予算策定」ガイド

「保全役割分担の設定」ガイド

「保全実行管理」ガイド

「保全教育・訓練」ガイド

『MOSMS実践ガイド』
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「保全戦略策定」

現状調査
　『保全水準評価』の実施〕

現状調査
　『ロス・リスク評価』の実施〕

中長期資源
配分計画

危機管理体制
保全情報マネ
ジメント体制

生産トップ
↓

生産の全社方針

重点管理項目
抽出

全社の
保全方針

保全戦略

「保全計画作成」

設備の重要度設定

保全計画の作成

予備品管理計画

設備維持・更新
投資計画

保全評価指標
の設定

設備・機器の
リスクアセスメント

機器別管理基準
の作成標準

● 中・長期保全計画

● 「最終」年次保全計画
部位
単位

保全計画

対象設備の把握 機器リストの作成

「保全データ管理」

機器管理システム

保全長期計画システム

保全依頼システム

保全業務管理システム

保全実績評価システム
「保全予算」
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

「保全実行管理」

「保全の役割分担設定」

「保全教育・訓練」

保全計画

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

保全実行

・日常保全活動
・定期検査・整備工事
・故障削減活動
・改善活動
・MP設計活動
・変更管理

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

後工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ
工場月報

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

《定期検査・整備工事
 の実行管理》

（故障データ入力） （作業分析入

故障発生

週間工程打合せ
（製造－保全）

作業
計画

作 業
依頼票

故障原因
分析書

実 績

保全データ

本社MQマスター

入

《故障削減活動》

《MP 設計活動》

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

後工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

《変更管理》

《日常保全活動》
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4 － 3　各フェーズの概要
4 － 3－ 1　「保全戦略」フェーズ

（1）「保全戦略策定」ガイド

「保全戦略策定ガイド」は、会社（または事業場）の全体、すなわ

ち経営にとって最適な保全の仕組みをつくるフェーズである。

①生産に関する全社方針および設備に関する保全方針を明確化する

②現状調査『保全水準評価』の実施

③現状調査『ロス・リスク評価』の実施

④保全戦略の設定

⑤中長期資源配分計画の設定

⑥保全情報マネジメント体制の構築

⑦危機管理体制の構築

成果指標

「設備起因キャッシュアウト」
＝保全費+設備起因の重大ロス発生額（金額） 

「保全水準評価」 重
点
管
理
項
目
の
抽
出

保全の
“仕組み力” 

保全の
成果

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

（１）ロス・リスクの
 特定と見積り
①従来ロスの分析
②予想リスク「損失額」の分析

（２）ロス・リスクの評価

〔1：生産に関する全社方針および設備に関する保全方針の明確化〕

〔2：現状調査
　『保全水準評価』の実施〕

〔3：現状調査
　『ロス・リスク評価』の実施〕

〔5：中長期資源配分計画
 の設定〕

〔7：危機管理体制の構築〕

〔6：保全情報マネジメント
 体制の構築〕

「保全戦略策定」の流れ

生産トップ
↓

生産の全社方針

重
点
管
理
項
目

の
抽
出

保全水準分析

保全データ

保全部門

全社の
保全方針

〔4：保全戦略
 の設定〕

保全戦略

（次期反映）

（次期反映）

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ
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「設備起因キャッシュアウト」
 ＝保全費 +設備起因の重大ロス発生額（金額）

大型ロス『設備起因キャッシュアウト』管理表

「リスク損失額算出表」

ロス区分 設備起因の
重大ロス発生額 保全費

①機会損失ロス

②設備復旧・補修ロス

③品質ロス

④労働災害ロス

⑤産業災害ロス

⑥環境安全ロス

⑦法的ロス

合計

リスク種類 ・産業災害 ・労働災害

・品質
・環境安全
・法的
・機会損失
・設備の復旧
・補修

算出パターン 産業災害発生 労働災害による
環境災害、PL（生産者
賠償）および施設賠償

①

見込み物損被害額

・「火災保険」の付保
　依頼書
・影響領域内設備の
　再取得額を集計

労働災害時補償額
・死亡：遺族補償（有扶養者）
・障害：障害等級 1級

② 逸失利益額
・「企業利益総合保険」 
・「逸失利益額」＝「想定停止期間の生産減少高（同期間の直近の生産高－
　実績生産高）」×「平均売値」×「（保険の）約定限界利益率」

③ 社会的損失額
・「総合賠償責任保険」
　等

④ 事故調査費用 ・事故調査に要する費用

⑤ 運転再開準備費 ・運転再開までの準備費

リスク損失額 ①＋②＋③＋④＋⑤
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

大型ロス『設備起因キャッシュアウト』管理表

ロス・リスク評価シート

リスク損失額算出表

ロス・リスク評価による「重点管理項目抽出」シート

経営影響に対する

ロス・リスクマトリクス

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

金額

評価

設備系・工程単位で要約

重
点
管
理
項
目
の
抽
出

ロス・リスク評価から重点管理項目抽出へのシート・フロー
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4 － 3－ 2　「保全計画」フェーズ

（1）「保全計画策定」ガイド

①保全計画対象設備の把握

②設備の重要度設定

③保全計画の作成

④予備品管理計画

⑤設備維持・更新投資計画の策定

⑥保全評価指標の設定

（2）「保全データ管理」ガイド

（3）「保全予算策定」ガイド

「保全計画作成」の流れ
保全計画

対象設備の把握

設備の重要度設定

保全計画の作成

予備品管理計画

設備維持・更新
投資計画

保全評価指標
の設定

対象範囲の設定
 ↓
保全管理境界の設定
 ↓
対象設備の管理区分の設定
 ↓
機器リストの作成

法定対象設備の把握
 ↓
設備・機器のリスクアセスメント
 ↓
設備重要度設定

「最小管理単位の部位」
の特定

部位単位の
保全方式の設定

設備重要度と
保全方式設定
標準の作成

機器別管理基準
の作成標準

● 中・長期保全計画

● 「最終」年次保全計画

部位単位の
保全方式の設定

実績による
保全方式の
設定

FMEAによる
保全方式の
設定

設備の
重要度

修理・整備
方式

検査
方式

①部位単位の故障モード、
 劣化パターンの洗出し
②過去の故障発生状況の把握
③部位単位のリスクアセスメ
 ント実施
 〔故障発生確率〕×〔故障の影響〕
 ×〔検知可能性〕
④部位単位の重要度による
 保全方式の設定
 （a）保全内容の設定
 （b）保全周期の設定
 （c）検査・診断方法の決定

様式－1
様式－2
様式－3

機器
単位

機器
単位

部位
単位

● 保全戦略

● 「保全予算策定」

残留リスク
の明記

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ



－ 17 －

「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

◎：原則的に実施する
○：部分的に実施する
△：まれに実施するものがある

設備の重要度ランク

修理整備方式 検査方式

TBM CBM BDM SDI

ＯS I

定期診断
（検査機器を
用いた診断）

日常検査
（自主保全、
Co－Mo）

回転機器
（モーター含む）

S ◎ ○ ◎ ○ ◎
A ○ ◎ ○ ◎ ◎
B ○ ◎ △ ○ ◎
C △ ◎ ○

静止機器

S ○ ◎ ◎ ○ ◎
A ○ ◎ △ ◎ ○ ◎
B △ ◎ △ ○
C ◎ ○

配管・弁

S ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎
A ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎
B △ ◎ △ ○
C ◎

電気機器

S ◎ ○ ◎ ○ ◎
A ◎ ○ ◎ ○ ◎
B ○ △ ◎ ○ ○
C ◎ ○ ○

計装機器

S ◎ ○ ◎ ○ ◎
A ◎ ○ ◎ ○ ◎
B ○ ◎ ○ ○
C △ ◎ ○

・TBM：Time Based Maintenance  ・CBM：Condition Based Maintenance
・BDM：Break Down Maintenance  ・SDI：Shut Down Inspection
・OSI：On Stream Inspection  ・OLI：On Line Inspection

様式 内容

様式－ 1 部位別保全方式、定期検査診断、定期修理整備、日常点検の内容と周期を設定

様式－ 2 部位別の管理指標と管理基準を設定

様式－ 3 部位別の検査診断、修理整備の保全計画表（CMMSの保全カレンダー）

様式－ 4 保全履歴台帳（CMMSの保全履歴）

機器別管理基準の様式

重要度ランク

重要度別作成標準の様式

様式－ 1 様式－ 2 様式－ 3 様式－ 4

S ◎＋（CMMS） ◎ ○ ○

A ◎＋（CMMS） ◎ ○ ○

B ○ × ○ ○

C ○ × ○ ○

◎：必ず作成する
○：CMMSで代用する
×：作成しない
（CMMS）：CMMSに登録する

　　　　　　
＊CMMS：Computerized MaintenAnCe Management System／設備保全システム

機器別管理基準の重要度別作成標準
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TAgNo 33C360 重要度 [制定 ]　　　年　　月　　日 ／

機器名称
,No1 圧
縮機

S ／ ／

No
部位また
は補機名

部位
重要度

保全
方式
（部位）

定期検査・診断 定期修理・整備
日常点検、

Ｃｏ－Ｍｏ活動 資料
No.

内容 周期 内容 周期 内容 周期

1
圧縮機
本体

S TBM
・総合検査
( 総合オーバー
ホール )

2Y

2 ローター S
TBM

・軸振れ測定
・腐食検査
・スケール付着
状況検査

・羽根車カラー
チェック

2Y
・ローターク
リーニング

2Y
・振動値 ( オン
ライン )

1/ 直

CBM
・動バランス測
定

～

3 軸受 S TBM

・表面状態、カ
ラーチェック

・隙間測定、メ
タル当たり

2Y
・振動値 ( オン
ライン )

・給排油温度
1/ 直

機器別管理基準「様式－ 1」

TAgNo 33C360 重要度 [制定 ]　　　年　　月　　日 ／

機器名称
No1圧
縮機

S ／ ／

部位または補
機名

管理
指標

管理基準
備考（基準外れによるトラブル想定
等）

ローター

軸振れ

・ローター軸の振れをオーバーホール（O／H）時に測
定する
  ※基準値　5/100mm 以下 ( メーカー製作時　3 ／
100mm以下 )
    測定箇所：6箇所　、測定数：4点／ 1箇所 (90°ごと )

・10/100 以上になると動バラン
スが狂い振動の原因となる。
　取説では 4/100mm 以上で
ローター手直しとなっている
が、過去の O／ H の結果　
5/100mmとする

・予備ローターの保管要領
  予備ローターのたわみを防ぐ
ため、2ヵ月に 1回 180°回
転させること

動バラ
ンス

・バランシングマシンでアンバランス量を測定し、許容
範囲であることを確認する
  ※許容アンバランス量：31.7 (g・cm)
    許容アンバランス量＝ 635・Ｗ／Ｎ (g・cm)
　　　　W：ローター重量
　　　　N：回転数

・メーカー取説では許容アンバ
ランス量は 33.96 (g・cm)
　計画回転数：6030r/min（rpm）
　計画ローター重量：322.5Kg
・ 許 容 ア ン バ ラ ン ス 量
31.7g ･ cmの根拠
　回転数N：6343r/min
　ローター重量W：317Kg
　　(メーカー動バランス検査
　　　成績書 )

機器別管理基準「様式－ 2」
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

予算「枠」（X）
の設定

X はより小さく設定

保全実行

保全計画の

策定

保全評価
（↑リスク評価）

保全予算（Y）
の作成

Y はより大きく要求

Yes

No

X ≧ Y
保全グランドデザイン

経営論

技術論

保全予算の策定と実行の流れ

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

保全経費 定常経費

非定常経費

予備費

保全経費 計画保全経費

非計画保全経費

予防保全経費

予知保全経費

事後保全経費

緊急保全経費
日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ
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4 － 3－ 3　「保全実行」フェーズ

（1）「保全役割分担の設定」ガイド

（2）「保全実行管理ガイド」

① 日常保全活動の実行管理

②定期検査・整備工事の実行管理

③故障削減活動の推進システム

④改善活動の推進システム

⑤MP設計活動の推進システム

⑥変更管理

「保全実行管理」

「保全の役割分担設定」

保全実行

・日常保全活動
・定期検査・整備工事
・故障削減活動
・改善活動
・MP設計活動
・変更管理

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

後工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ
工場月報

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

《定期検査・整備工事
 の実行管理》

（故障データ入力） （作業分析入

故障発生

週間工程打合せ
（製造－保全）

作業
計画

作 業
依頼票

故障原因
分析書

実 績

保全データ

本社MQマスター

入

《故障削減活動》

《MP 設計活動》

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

後工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

《変更管理》

《日常保全活動》



－ 21 －

「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

[Ｂ票]　　　　　　　 作 　 業 　 環 　 境 　 安 　 全 　 確 　 認 　 票

    安　全　確　認　項　目 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保

イ．常時   ホ．試運転時
ロ．着工時   ヘ．検収時
ハ．着手時   ト．作業時
ニ．作業中時々巡回 チ．作業時

1.系の運転を停止する
2.当該機器の運転を停止する
3.圧力を無圧(０kg/cm2G)にする
4.ラインの縁を切る
5.内容物の(除去・洗浄・置換)をする
6.ガス検知をする
7.弁(ドレン、ベント)を解放する
8.周囲の可燃物を除去する
9.可燃性ガスを検知する
10.足場組立等の作業範囲を指定する
11.足場等の設置位置を指定する
12.空気置換をする
13.換気を継続する
14.酸素ガスを検知する
15.ラインの縁を切る(バルブカット不可)
16.専任監視人をつける
17.主電源スイッチ(切る、施錠、投入禁止表示)
18.制御電源(スイッチ、ヒューズ、プラグ)を切る
19.工事用電源ボックスNo.を指定する
20.インターロックの解除をする
21.手動への切り換えをする
22.バイパスへの切り換えをする
23.アナンシェーターの解除をする
24.計装空気を止める
25．
26．
27．
28．
29．
30.

1.工事後の整理整頓をチェックする
2.設備内に忘れ物がないか調べる
3.火気使用後の残火をチェックする
4.着工前の解除切替えを復帰する(項目ごとチェック)

特別指示、専用作業手続　etc．

  眼   鏡
雨
合
羽

防
塵
マ
ス
ク

安
全
帯

耳
栓

遮
光
眼
鏡

そ
の
他

     保　護　具　着　用　条　件
〇：常時着用　∨：常時携帯、必要時着用

防
災
面

ゴ
ム
手
袋

絶
縁
手
袋

ゴ
ム
長
靴

薬
液
残
ガ
ス

平
眼
眼
鏡

ゴ

ーグ
ル

火
気

         確　認　サ　イ　ン

特
　
記
　
事
　
項

終
了
時
・
完
了
時

作
業
立
会
い

着
　
　
　
　
工
　
　
　
　
前
　
　
･
　
　
着
　
　
　
　
手
　
　
　
　
前

 ／ ／  ／  ／  ／  ／  ／月　日
担　当

氏　名

         確　認　サ　イ　ン

記　号

足
場

酸
　
欠

電
　
源

計
　
装

共
通

作業環境の「安全」

（運転部門） （保全部門）

起案記入

受付

保全部門内
連絡協議

計画事項
記入

計画承認

着工（着手）前
安全確認

追記入起案記入

依頼承認

計画確認

作業完了（終了）時
安全確認

試運転・
スタートアップ

完了確認完了確認

保管

（作業実施）

[A票 ] ・工程
 ・件名
 ・希望納期
 ・依頼内容（依頼事項、規制条件）
 ・変更管理の適用要否
[B票 ] ・安全確認項目計画欄（運転）
 ・特記事項
 ・保護具着用条件

[AB票 ] ・指示、追記事項があれば追記入
 ・係長、（課長）承認捺印

[AB票 ] ・作業計画確認
 ・指示、追記事項があれば追記入
 ・係長（課長）またはその代理者
 　確認捺印またはサイン

[A票 ] ・受付年月日

保全部門各担当間に関連する作業に
ついて調整確認

[A票 ] ・作業計画（施工内容、範囲、
 　方法・・・）
 ・着工予定、完了予定月日時
 ・担当間依頼事項
 ・変更管理適用
[B票 ] ・安全確認項目計画欄
 （保全部門）
 ・特記事項　追記
 ・保護具着用条件　追記

[AB票 ] ・作業計画事項確認
 ・指示・追記事項があれば
 　追記入
 ・推進責任者指示事項記入
 ・係長（課長）承認捺印
 ※保留、中止の件名も理由を
 　記入し運転に返却

・運転・保全部門担当者で安全確認項目の計画項目について
　現場での実施状況を確認
・確認月日、氏名を記入
・施工企業への着工（着手）許可 

・運転・保全部門担当者で安全確認項目の計画項目について
　現場での実施状況を確認
・確認者氏名を記入

・試運転・スタートアップの時期は件名によって、完了
　確認の後にする場合もある
※この場合は依頼承認、または計画承認時に指示しておく

[A票 ] ・完了報告（フォロー指示、
 　工場への要望・・etc） 
 ※故障原因は速報とし、
 　詳細は故障原因分析書を
 　作成して報告 
 ・MQ指標欄記入

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

[Ａ票]

件
名

依頼件名（なにを、どこが、どのように、etc）規制条件（法的、生産上、品質上、作業範囲、etc．）

「変更管理」の適用 □ 要 □ 否
施工内容、範囲、方法、時期、工程、検査内容、施工企業名、etc．

担当間連絡事項　（　　　　　）  →　（　　　　　）

認

確

推進責任者指示事項

故障原因、フォロー指示、工場への要望・報告事項

   計　　　画　　　性  作　　業　　分　　類

計
画
確
認

完
了
確
認

保
　
全

工
　
場

工
　
　
場

実施
保留
中止

課  長 係  長 担当

 着 工 予 定  完 了 予 定       年       月       時         年       月        時

工
程

依
頼
内
容

作
業
計
画
　
連
絡
・
協
議
・
決
定
事
項

完
了
報
告

Ｍ
Ｑ
指
標

   運　転　部　門 

設
備
工
事

プ
ラ
ン
ト
停
止

作
業
総
件
数

定
期
調
整

定
検
・
定
修

機
能
停
止

機
能
停
止
外

Ｈ
Ｈ
Ｋ
改
善

   そ　　の　　他故障予防
ト
ラ
ブ
ル
調
査

保
全
対
象
Ｂ

生
産
計
画

他
係
依
頼

   突　発　作　業
生
産
計
画
変
更

保
全
計
画
変
更

異
常
調
査

故
障
修
理

時
間

着工
完成

希望
納期

そ
の
他

計
画
作
業

計
画
外
作
業

部
品
購
入
製
作

　 　 　 　 　 　 　 　  依 頼
　 　 　 作 　 業 　 　 　 　 　 　 確 　 認 　 票
　 　 　 　 　 　 　 　  計 画

受　付

    保　全　部　門　
課  長 係  長 担当

        年       月       日
     月  　  日     時
     月  　  日     時

呼
出
しそ

の
他

運転部門 保全部門

「変更管理」の適用　要否

A 票：「作業（依頼・計画）確認票

日常保全活動

B 票：「作業環境安全確認票」

A票・B票の「運用フロー」
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定期検査・整備工事

工場保全部門 施工企業 フローの説明

①発行

②指示
　ポイント

③承認

④受付

⑤分 解 前 検 査

⑥分 解 作 業

⑦記録

⑧処置

⑨記録

⑩組立・
　据付け

⑪検収

⑫試運転

⑬稼働後の
　検査

基準値集
① ・設備名称：TAG－№を記入
 ・整備目的：故障の場合は、現象を記入のこと

② ・指定は定量的に行い、「基準値集」より指示ポイントを記入

③ ・捺印・承認印後、施工業者に指示

④ ・施工年月日・業者名・責任者名を記入

⑤ ・指示に従い、分解前の検査および基準を行う

⑥ ・指示に従い、分解作業および検査を行う

⑦ ・検査測定を記録し指示の範囲外の場合は保全部門担当者の
 　指示により処置対策を行う
 ・異常処置の指示がしてある場合は、指示どおりに行うこと

⑧ ・処置した施工内容を記録すること

⑨ ・処置後の検査、測定を記録すること

⑩ ・指示に従い、組立、据付け作業を行う
 ・作業終了後、指示検収票を保全担当者に渡し分解組立
 　までの一連の作業報告を行う

⑪ ・保全担当者は指示検収票をもとに試運転前のチェックを
 　行い異常がなければ検収を行う

⑫ ・指示検収票の指示に従い試運転時の検査を行う
 ・異常があれば診断を行い、その原因を追求し施工業者へフィード
 　バックさせること

⑬ ・⑫と同じ

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

　「指示検収票」運用フロー

故障削減活動

日本プラントメンテナンス協会 2007Ｃ

「故 障 原 因 分 析 書」 作 成

運転との
ミーティング

保全情報管理
システム入力

（課）
MQ月報

部課
MQ月報

本社月報

故障統計
分析

設備の
超 安 定 化

工場長指示

本社指示

工場長指示

保全システム標準

共通技術基準

設備
改善

保全システム 改善

・保全方式
・検査・整備基準
・設計基準
・Co－Mo基準
・点検カレンダー

（代表事例）

職責者・担当者間検討

課・係内検討会

工場検討会

本社保全スタッフ
会議報告

工場長会議報告

故障発生

「故障原因分析書」

「故障削減活動の推進システム」
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

4 － 3－ 4　「保全教育」のフェーズ

（1）「保全教育・訓練」ガイド。
 ①教育・訓練の基本方針の策定

 ②専門保全員の教育・訓練計画

 ・必要な機能と技術・技能の選定

 ・あるべき姿（職階プロファイル）の設定

 ・教育ガイドラインの作成

 ・教育実施計画の作成と実施

 ・育成状況のフォロー

 ③運転員（オペレーター）の教育・訓練計画

 ④保全に関する管理者の教育

教育・訓練計画の
実施計画

◆ 必要な機能（能力）と技術・技能の選定
   ↓
◆ あるべき姿（職階プロファイル）の設定
   ↓
◆ 教育ガイドラインの作成
 ・教育到達レベル
   ↓
◆ 教育実施計画の作成と実施
 ・年次別教育計画（科目・資格・仕組み）
   ↓
◆ 育成状況のフォロー
 ・個人別教育状況表

保全戦略

保全方針

中長期
要員計画

教育・訓練計画の
基本方針

基本方針の明示

階層別教育・訓練
対象者の決定

専門保全教育

保全管理者教育

オペレーター教育

階層別教育体系
の決定

「保全教育・訓練」のフロー
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5．MOSMS の導入は「保全水準評価」から

（1）MOSMS 導入のメリット
　MOSMS を導入することは、「網羅的な保全」を、経営にとっ

ての「重点付け」によって、もっとも「経済的」に行うことである。

　このためには、日常の仕事そのもので構成された仕組みが、

ムリなく継続するものでなくてはいけない。

　では、具体的にどうすればいいのか？

　それには、まず客観的な目で現状を把握することが必要だ。

（2）「保全水準評価」によって現状を把握する

　現状の保全の仕組みの、どこに弱みがあるのか？　これがす

べての出発点になる「保全水準評価」である。

MOSMS
診断

MOSMS
実践
ガイド

MOSMS
診断

＝保全水準評価

再構築
ポイントを
見出す

マインドを
整理する

再構築
に着手

定期的に
診断する

Inter  Face

改善
ポイントを
見出す

MOSMS
の導入

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

5

4

3

2

1

0

保全戦略

保全計画

保全実行
（役割分担）

保全成果

保全人財

保全実行
（実行管理）

目標点数

現状点数

「保全水準評価」は、導入のインタフェースとしてばかりでは

なく、構築した仕組みが維持できているか定期的な診断にも用

いることが効果的だ。

「保全水準分析」による評価

　 現状の保全水準を次の視点で分析する。
  ①保全戦略
  ②保全計画
  ③保全実行：役割分担・保全実行管理
  ④保全成果
  ⑤保全技術
  ⑥保全人材
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（3）仕組みを構築する

「保全水準評価」によって明らかになった課題を解決する事業

場にもっともふさわしいプログラムをつくり上げるために、

『MOSMS 実践ガイド』を活用していただきたい。

　全体構想を描いたうえで、今問題となっている部分がたとえ

ば設備故障の多発であるならば、「故障削減の管理サイクル」

をつくるなどから着手することが、仕組み構築の早道となる。

施工者専門保全員オペレーターレベル

L1

L2

L3

L4

現場リーダー

オペレーター

運転リーダー

保全員

保全員補

保全リーダー

現場リーダー

施工担当員

施工管理者

施工管理士計画保全士自主保全
インストラク
ターコース

自主保全士1級

保全技能検定2級

保全技能検定1級

自主保全士2級

メンテナンス・フォアマン

TPM
インスト
ラクター

設備管理士

運転管理者 保全管理者

工場管理者

計画 技術 計画 技術

：JIPM提供
 プログラム

＊図中の図形

日本プラントメンテナンス協会の保全教育プログラム『M－ CUP』

 L1：入社教育Ⅰ期（1～ 2年）および入社教育Ⅱ期（3～ 5年）

 L2：一般技術者教育（6～ 10年）

 L3: 中核技術者（11～ 15年）

 L4：専門保全管理者については別途教育計画が必要
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

（4）保全人材を育てる

「仕組み」に魂を入れるのが「人材」であることは、言うまで

もない。『MOSMS 実践ガイド』の「保全教育・訓練」を具体化

した、日本プラントメンテナンス協会のメンテナンス・キャリ

アアッププラン（M－ CUP）を活用していただきたい。

（5）MOSMS 研究の深化

　『MOSMS 実践ガイド』をまとめるにあたり、各企業で取り組

んでいる保全の仕組みを集大成し、一つの標準的モデル作成を

目指した。

　標準が示されることにより、わが国産業界における保全の全

体像が見えるようになり、全体の底上げにつながるものと考え

ている。

　これはまた、「保全経営」「保全は重要な経営要素である」と

いう経営の認識を喚起することにつながるであろう。経営が参

画する保全を形として具体的に示したことが、わが国のサステ

ナブルな発展に大きく寄与できるものと期待している。

　日本プラントメンテナンス協会としては、MOSMSのコンセプトに

賛同される各企業から研究活動を通して多くの事例を積み重ねて、

MOSMSをさらにブラッシュアップしていく所存である。

「MOSMS構築研究」へのお問い合わせ
社団法人日本プラントメンテナンス協会　メンテナンス技術本部
〒 105-0011　東京都港区芝公園 3-1-38　秀和芝公園三丁目ビル 5F
tel.03-3433-0351　　fax.03-3433-8665
e-mail：rd@jipm.or.jp

日本プラントメンテナンス協会の url：　http://www.jipm.or.jp/
「MOSMS 構築研究」の url　：http://www.jipm.or.jp/mosms/index.html
『MOSMS 実践ガイド』頒布 url：　http://www.jipm.or.jp/report/mosms/123n.html
『経営のための保全学』頒布 url：　http://www.jipm.or.jp/report/research/114n.html
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「MOSMSの活用」
MOSMSTM-2008

マニュアル形式

で使いやすい！「保全戦略」フェーズ

「保全計画」フェーズ

「保全実行」フェーズ

「保全教育」フェーズ

「保全戦略策定」ガイド

「保全計画策定」ガイド

「保全データ管理」ガイド

「保全予算策定」ガイド

「保全役割分担の設定」ガイド

「保全実行管理」ガイド

「保全教育・訓練」ガイド

『MOSMS実践ガイド』

社団法人 日本プラントメンテナンス協会　メンテナンス技術本部

 FAX：03-3433-8665　　電話　03-3433-0351

 電子メール：rd@jipm.or.jp

●申込み・問合せ先

ホームページからもお申し込みいただけます!
http://www.jipm.or.jp/
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